




















































































































































2004 ? 16 6 90周年
2005 ? 15 6
































































アジア・アフリカ 欧米・ロシア 戦前 戦後未来・未設定
2004 5 2 4 4 5 1 21 22
2005 3 2 6 2 5 2 20 21
2006 5 一 6 3 10 1 25 27
2007 3 1 6 5 5 1 21 28
2008 2 1 7 5 5 3 23 27
2009 3 1 6 3 7 一 20 27
2010 1 1 7 4 8 1 22 28
2011 1 1 8 3 8 1 22 28








13D％ 4．7％ 29．5％ 1＆1％ 29．0％ 5．7％ 100．0％
※再演作品は、初演が2004年以前のものであればカウント。2004年以降は初回のみカウント。
※基本的には、和物・コスチューム・現代・海外で分類。判断材料は、主に公式HPの公演概要と舞台衣装。
※コスチューム物でない洋物は、時代設定で分類。設定がなく、内容が現代のものは、戦後に分類。
※戦後とは、第二次大戦を設定。1945年。
図表3
分類名 作品数?
和物（時代物） 25
② 洋物（アジア他） 9
③ 洋物（欧米露） 57?
現代物（戦前） 35?
現代物（戦後） 56?
海外ミュージカル 11
海外
ミュージカル
　　　　6％
和物（時代物）
　　　3％
洋物（アジア他）
　5％
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2－3－4）．分析結果
宝塚歌劇の一般的なイメージは、おそらく西洋のコスチュームもののイメージが強いと思わ
れる。しかし実際には、過去9年間の全作品193作品の割合をみてみると、全公演のなかで洋物
は3割にも満たない。それは、1973年『ベルサイユのばら』ブームやウィーンミュージカル
「エリザベート』も影響して宝塚といえば、「洋もの」のイメージが多くなってしまっているこ
とも考えられる。しかし、実際は、「現代もの」も「洋もの」とほぼ同じ割合で公演されている。
　もとより宝塚歌劇の公演は、男役の格好良さを強調するために背広などの衣装や立ち振る舞
いを活かす工夫がされており、洋もの、現代ものの人気は定評がある。しかし、昨今の演劇界
では、日本物の上演が少なくなっている中で、「日本の伝統的なものは、必ず残すように」とい
う小林一三の遺志を踏まえ、現在も年間に1度以上必ず上演されている。それだけ宝塚の作品
は、伝統を重んじ、かつ内容がバラエティに富む舞台を創造していることを現している。
2－4．演出家について
宝塚歌劇団の演出家は、同時に作家も兼ねている。そのため、プログラムなどの作品紹介に
は必ず「作・演出（名前）」となっている。ただし、海外ミュージカルを上演する場合は、日本
人の嗜好に合わせたり、主役となる男役のスターを中心に魅力的に見せたりするための宝塚ら
しいアレンジをすることもあり、「潤色・演出」という形で台本や音楽も書き替えている場合も
ある。基本的には、これら演出家スタッフにより、演出・演出助手・舞台監督まで行っている。
　また、宝塚歌劇団には専属の演出家が大勢在籍しているのも特徴で、さらにそれらの演出家
たちが後輩を育てている。現在も現役の演出家として活躍する植田紳爾や岡田敬二は、白井鐵
造から“宝塚のレビュー”を直接学び、その岡田敬二が小池修一郎を育てるという、宝塚作品
を支える演出家が、次世代を繋いでいることがうかがえる。そして、こんにちも、年間数十作
品という膨大な作品を上演し、それを生み出す専属の演出家は25名に及ぶ。以下、現在、宝塚
歌劇団に在籍する演出家である。（五⊥音順　敬称略。）【図表4】
　石田昌也、生田大和、稲葉太地、上田久美子、植田景子、植田紳爾、大野拓史、岡田敬二、
木村信司、草野旦、小池修一郎、児玉明子、小柳奈穂子、齋藤吉正、酒井澄夫、柴田侑宏、鈴
木圭、田渕大輔、谷正純、中村暁、中村一徳、原田諒、藤井大介、正塚晴彦、三木章雄。
　宝塚歌劇では演出家のみならず、音楽家、照明、衣装などのすべてのスタッフが、採用され
た後にまずは助手となり、宝塚のなんたるかを学ぶ長い期間を経て、歌劇団の専属となり一人
前とされる。音楽にしても、宝塚にはオーケストラもあれば、作曲家のスタッフもいる。そし
て宝塚には宝塚独特の音楽スタイルがある。振付家や照明も同様。衣装部も、宝塚の舞台で映
えるような工夫をしながら、デザイン・縫製・お直しを担当するそれぞれが、技術を若いスタッ
フに継承していく。しかし、時代の流れとともに、従弟制度は徐々に薄れているという。それ
でも宝塚には「清く　正しく　美しく」というモットーがあり、品格を保つという魂がある。
気品のある舞台を作り、宝塚に夢を見に来るファンを大切にする精神は受け継がれているのだ。
　宝塚音楽学校はしつけが厳しいため、かつては花嫁修業のために通う者がいたほど、女子教
育を徹底した。歌劇団の生徒は芸事に限らず、お行儀の良い女性としての教育を受け、劇団の
Z2
図表4　宝塚歌劇の演出家と作品名（1998年～2006年）
作家・演出家
春櫻賦；1998、SPEAKEASY（スピークイージー）一風の街
（シカゴ）の純情な悪党たち一（脚本演出）；ユ998、我が愛は山
の彼方に一伊藤i桂一作「落日の悲歌」より一（演出）；1999、バッ
カスと呼ばれた男；1999、望郷は海を越えて；2000、ベルサイユ
のばら　2001一フェルゼンとマリー・アントワネット編一（演
懇灘灘 出）；2001、ミケランジェロー神になろうとした男一；2001、べ
ルサイユのばら　2001一オスカルとアンドレ編一（演出）；200ユ、
プラハの春（脚本演出）；2002、野風の笛（脚本演出）；2003、
1914／愛；2004、JAZZYな妖精たち；2005、ベルサイユのばら
一フェルゼンとマリー・アントワネット編一（演出）；2006、べルサイユのばら一オスカル編一（演出）；2006、
源氏物語　あさきゆめみし一原作：大和和紀「あさきゆめみし」 LETIS　JAZZ一踊る五線譜一；1998、ヘミングウェイ・レヴュー；
（講談社『KC　mimi』刊）一（脚本演出）；2000、 1998、ノバ・ボサ・ノバー盗まれたカルナバルー（構成演出）；1999、
夢は世界を翔けめぐる一THE　WORLD　HERITAGE　2001－；
2001、サザンクロス・レビューn；2001※東京のみ、ON　THE
難籔鐵 5th一ヴィレッヂからハーレムまで一（作演出）；2002、レ・ヴュー誕生一夢を創る仲間たち一（作演出）；2003、タカラヅカ絢欄
（けんらん）一灼熱のカリビアン・ナイトー；2004、タカラヅカ
絢欄（けんらん）H一灼熱のカリビアン・ナイトー；2004、レヴュー
伝説一モン・パリ誕生77周年を記念して一；2005、ザ・クラシッ
クーILOVE　CHOPIN－；2006、
エクスカリバー一美しき騎士たち一；1998、エリザベートー愛と
死の輪舞（ロンド）一（潤色演出）；1998、タンゴ・アルゼンチー
ノ；1999、LUNA一月の伝言一；2000、カステル・ミラージュー
欝灘縷一灘 消えない屡気楼一；2001、エリザベートー愛と死の輪舞（ロン
ド）一（潤色演出）；2002、薔薇の封印一ヴァンパイア・レクイ
エムー；2003、エリザベートー愛と死の輪舞（ロンド）一（潤色
演出）；2005、NEVER　SAY　GOODBYE一ある愛の軌跡一；2006、
シトラスの風；1998、ザ・レビュー199；1999、Asian　Sunrise；
2000、Rose　Gaden；2001、　With　a　Song　in　my　Heart一君が歌、
掴鰯簸難 わが心に深く一；2002、テンプテーション！一誘惑一；2003、タ
カラヅカ・グローリー！（作演出）；2004、ASIAN　WINDS　1一
アジアの風一；2005、ネオ・ダンディズム！一男の美学一；2006、
皇帝（演出）；1998、再会；1999、猛（たけ）き黄金の国一士魂スナイパー一恋の狙撃者一；1998、ミレニアム・チャレン
商才！岩崎彌太郎の青春一（脚本演出）；2001、長い春の果てに（脚ジャー！；2000、ワンダーランド；2005、
懸聞昌灘 本演出）；2002、傭兵ピエールージャンヌ・ダルクの恋人一（脚
本演出）；2003、青い鳥を捜して；2004、維新回天・竜馬伝！一
硬派・坂本竜馬m－；2006、
皇帝（作演出）；1998、夜明けの序曲（作監修）；1999、我が愛はいますみれ花咲く；2001※東京のみ、飛翔無限；2004、
山の彼方に一伊藤桂一作「落日の悲歌」より一（脚本監修）；1999、
ベルサイユのばら　2001一フェルゼンとマリー・アントワネット
編一（脚本演出）；2001、ベルサイユのばら　2001一オスカルと
縫団繕爾 アンドレ編一（脚本演出）；2001、春麗の淡き光に一朱天童子異
聞一；2003、天使の季節（作演出）；2004、長崎しぐれ坂一榎本
滋民作「江戸無宿」より一（脚色演出）；2005、ベルサイユのば
ら一フェルゼンとマリー・アントワネット編一（脚本演出）；2006、
ベルサイユのばら一オスカル編一（脚本演出）；2006、
浅茅が宿一秋成幻想一；1998、夜明けの序曲（共・演出）；1999、華麗なる千拍子一高木史朗作品より一（監修）；1999、ESP！！
瀬難騰叢 砂漠の黒薔薇；2000、愛燃える一呉王夫差一；2001、ガイズ＆ドールズ（脚色演出）；2002、花舞う長安一玄宗と楊貴妃一井上
（構成演出）；2001、花の宝塚風土記（ふどき）一春の踊り一；
2003、エンター・ザ・レビュー；2005、1／・ビジュー・ブリア
靖「楊貴妃伝」より（脚本演出）；2004、 ンーきらめく宝石の詩一；2006、
エリザベートー愛と死の輪舞（ロンド）一（演出）；2002、天使ラヴィール；1998、華麗なる千拍子一高木史朗作品より一（構成
璽欝一懲 の季節（演出）；2004、ファントム（潤色演出）；2004、ファントム（潤色演出）；2006、
演出）；1999、ザ・ビューテイーズ！；2000、ダンシング・スピ
リット！；2001、LUCKY　STAR！；2002、　REVUE　OF　DREAMS；
2005、
黒い瞳一プーシキン作「大尉の娘」より一（脚本）；1998、激情
一ホセとカルメンー（脚本）；1999、凱旋門一エリッヒ・マリア・レマルクの小説による一（脚本）；2000、花の業平（なりひら）
渠田欝雛 一忍の乱れ一（作）；2001、大海賊一復讐のカリブ海一（監修）；2001、琉珀色の雨にぬれて（作演出）；2002、ガラスの風景
（作）；2002、白昼の稲妻（作）；2003、飛鳥夕映え一蘇我入鹿一
（作）；2004、霧のミラノ　（作）；2005、
夜明けの序曲（共・演出）；1999、ガイズ＆ドールズ（演出）；ル・ボレロ・ルージュ；1998、グレート・センチュリー一メモ
2002、 リーズ＆メロディーズー；1999、美麗猫一ミラキャットー；
2000、Jazz　Mania一ジャズマニアー；2000、　VIVA！；2001、
i鎌遼灘灘 ジャズマニア；2001　※東京のみ、ザ・ショーストッパー；2002、レ・コラージュー音のアラベスクー；2003、アプローズ・タカラ
ヅカ！一ゴールデン90（ナインティ）一（共・作演出）；2004、
タカラヅカ・ドリーム・キングダム（共・演出）；2004、ネオ・
ヴォヤージュ；2005、
縣難 黄金のファラオ；2000、大海賊一復讐…のカリブ海一（作演出）；2001、霧のミラノ　（演出）；2005、
表現としての宝塚歌劇に関する考察　～教育理念と100年の歴史～ 73
號珀色の雨にぬれて（演出）；2002、追憶のバルセロナ；2002、デパートメント・ストア；2000、
雍難購濠 Romance　de　Paris；2003、　La　Esperanza一いつか叶う一；2004、ホテル　ステラマリス；2005、愛するには短すぎる（脚本演出）；
2006、
ゼンダ城の虜（脚本演出）；2000、愛のソナターリヒャルト・シュESP！！（演出）；2001、
トラウス／フーゴー・フォン・ホフマンスタール作：オペラ「ば
らの騎士」より一（脚本演出）；2001、鳳風伝一カラフとトゥー
灘灘繕罰 ランドットー（脚本演出）；2002、王家に捧ぐ歌　オペラ「アイーダ」より；2003、スサノオー創国（そうこく）の魁（さきがけ）
一 ；2004、炎にくちづけを一「イル・トロヴァトーレ」より一；2005、暁（あかつき）のローマー「ジュリアス・シーザー」よ
り一；2006、
螺旋（らせん）のオルフェ；1999、白昼の稲妻（演出）；2003、パッサージュー硝子の空の記憶一；2001、バビロンー浮遊する摩
雛田鑛一 マラケシュ・紅の墓標；2005、 天楼一；2002、ロマンチカ宝塚04一ドルチェ・ヴィータ1一；
2004、タランテラ！；2006、
GLORIOUS！！一栄光の瞬間（とき）一；2000、　Cocktail一力
クテルー；2002、Joyful！！；2003、アプローズ・タカラヅカ！
藤隷繋諜 一 ゴールデン90（ナインティ）一（共・作演出）；2004、TAKARAZUKA舞夢（マイム）！；2004、タカラヅカ・ドリー
ム・キングダム（共・演出）；2004、ソウル・オブ・シバ！！一
夢のシューズを履いた舞神一；2005、
BLUE・MOON・BLUE一月明かりの赤い花一；2000、満天星大
齋藤叢獲 夜線会一THE　STAR　DUST　PARTY－；2003、アプローズ・タカラヅカ！一ゴールデン90（ナインティ）一（共・作演出）；
2004、タカラヅカ・ドリーム・キングダム（共・演出）；2004、
‡醐漿懇 ～夢と孤独の果てに～ルードヴィヒII世；2000、シニョールドン・ファン；2003、落陽のパレルモ；2005、堕天使の涙；2006、
太蛾柘史 飛鳥夕映え一蘇我入鹿一（演出）；2004、
エンドレス・ラブ、冬物語、月夜歌聲、聖なる星の奇蹟、『シー
児簸翼羅 クレット・ハンター』一この世で、俺に盗めぬものはない一
（2007年3月）
灘獺繋濾蕪 「SLAP　STICK」、「アメリカン・パイ」
鈴羅饗 里見八犬伝
溺藤誠 新人公演担当
謡蘂i纏睡 「お一い春風さん」
鐵醗灘翻讃 春ふたたび、お一い春風さん
構成員になる。入団して数年はラインダンスに参加し、「新人公演」で舞台経験を積む。新人公
演とは、入団7年目までの生徒で構成され、本公演の中でたった1日だけ同じ演目を若手だけ
で舞台を体験するチャンスを与えられる場である。それは同時に演出家も新人公演を担当する
若手演出家の育成の場にもなっている。また、その生徒の中から限られたスターを育て、そし
て各組の中に常にトップスターが存在する。トップスターの他にも、2番手、3番手、4番手
という次にトップスターとなる人材が常に控えて、トップスターに次ぐ活躍をしたり、本公演
以外の劇場で主役を演じたりしながらトップスターとなる教育を受ける。トップスターになる
と一番美しい時期に活躍し、絶頂期で次世代のスターへとたすきをつなぐ。どちらかというと
舞台では、スターばかりが注目されがちではあるが、その裏で華麗なスターを一丸となって育
てる演出家・音楽家・装置・照明・音響・大道具など、劇団専属のスタッフがいるからこそ、
「華やか」で「豪華」でそして「スピード感のある」宝塚歌劇の舞台が可能となる。多くの生
徒たちはいずれ退団の時期が来る。しかし、劇団所属の演出家をはじめとするスタッフは在籍
し続けることにより、伝統を継承していくという重要な仕事を担っている。歌舞伎にも座付の
作者制度はあるが、宝塚ほど徹底して育成するシステムにはなっておらず、これらも宝塚歌劇
独特の養成システムである。そこにも100年もの間、廃れることなく公演を続けることができた
要因があろう。
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3．考察
　宝塚歌劇は、日本の伝統芸能である歌舞伎・能・狂言などと比べられるが、社会的地位では
そこまで高いと評価されることはないだろう。これは小林一三の意思を継いで、「大衆演劇」と
して位置づけられていることもその要因といえよう。1924年に東洋一の4千人を収容できる劇
場を建設した際も、小林は「安くてもいいものを多くの人々に」とし、宝塚が家族揃って愉し
む娯楽であるために低料金でなければならないとの理念を貫いた。福沢諭吉から学んだ奉仕の
精神であり小林の経営哲学であり、娯楽が一部の特権階級のものであっては発展も成長もない
というのが終生の持論であった。
　1914年の不況下に創設された宝塚歌劇は2013年は99周年にあたる。その約百年の間には、日
本は戦争ですべてを失ってから復興し好景気を迎えた。宝塚劇場も、大火災、戦争、阪神大震
災と様々な被害を受けて来ている。そして現在、また日本は大不況の最中にある。特に2009年
のリーマンショックを背景に、宝塚歌劇の客席にもちらほら空席が出る日はあるものの、それ
でも、1970年代後半からのベルばらブーム以来、東京宝塚劇場はいまだにほぼ満員である。
　阪急グループの土台を築いた小林一三没後55年が経つ。つまり、宝塚歌劇100年の歴史の中
で小林が関わることができたのは、その歴史の半分に満たないに40数年である。それにも関わ
らず、小林の意思を継ぎ、宝塚歌劇は繁栄し続けてきた。その要因を考えてわかるのは、2－
3．でわかるように多くの新しい作品を生み出し、常に時代背景に合わせて新しいことを取り
入れるチャレンジ精神を失わずに進歩していることにある。また、その進歩を支えているの
は、宝塚歌劇団が、「生徒」を育て、「演出家」を育て、2－4．でわかるようにそこから作り
上げる「作品」を次々と世に送り出している姿勢ではないだろうか。
　創設当初は、御伽歌劇から始まった公演ではあったが、演出家岸田辰彌がヨーロッパ研修で
得た知識でパリの風を吹き込んだ画期的な作品により公演を成功へと導いた。その後も、岸田
に続き、白井鐵造が海外視察から戻って作った『パリゼット』（1930年）で宝塚の公演は“レ
ビューの宝塚”として大きく変貌し定着していった。白井は、その後40年以上、宝塚内外に沢
山の作品を残した。白井の後にも、菊田一夫、鴨川清作、宇津秀男、高木史朗、柴田侑宏、植
田紳爾、内海重典、横沢英雄など、昭和の宝塚を支えた立派な演出家のもと、沢山の作品が残
された。その他にも、長谷川一夫や尾上松緑など有名な俳優や歌舞伎役者たちが演出に加わる、
など、常に新しい風を取り入れながら前進してきた。現在でもこの海外研修制度は続けられ、
歌劇団に在籍する演出家は、1年ほどの海外研修に出る制度がある。
　それらが作品の厚みとなり、女子教育のゆきとどいた生徒たちによって演じられるその舞台
は、ほかの舞台にはない日本女性の清楚な美しさを現し、昨今のメディアで取り上げられる一
過性の人気アイドル的な若者たちとは違う上品さを醸し出せるのだろう。いつの時代にも不変
であり、失われない気品に安心観を与えてこそ宝塚の良さが際立つことも挙げられる。現代社
会の環境、生活様式では、保ち続けることは困難かもしれないが、宝塚歌劇団と宝塚音楽学校
が、歌劇団の生徒やスタッフに愛情を持って“人を教育する”という姿勢を失わない限り、繁
栄しつづけるのだろうということが容易に想像できる。人を育て、作品を育てる層の厚さと、
次世代に継承することの大切な道筋を壊さず、スターも作品も常に旬であり続ける体制こそ、
表現としての宝塚歌劇に関する考察　～教育理念と100年の歴史～ 75
宝塚の縮図であり、今日の社会で日本全体に失われつつある大切な精神だと考える。
　小林から直接指導を受け、2012年まで80年以上も終生現役の生徒として在籍した春日野八千
代も、宝塚の精神とは「品格　舞台での行儀の良さ　謙虚さ」であるとし、それを守り次世代
につなげた。
　小林一三の掲げた理想や伝統を引き継ぎ、現代に失われつつあるものを表現すること、普遍
なものを表現している舞台を創造するからこそ、愛され続けた経歴がある。そして今後も歌舞
伎や日本の伝統芸能と同じく、品の良い大衆芸能として常に人を育てながら100周年を超えてい
くのであろう。
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